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※　成果指標及び数値目標は、選定時に設定したものである。

令和７年度　指定管理者年度評価シート

１　公の施設の基本情報

施設名称 千葉市美浜区真砂コミュニティセンター

条例上の設置目的

施設稼働率（諸室）

施設利用者数（体育館個人使用）

本施設では、指定管理者制度導入により、市民サービスの向上を図り、さらに多くの市
民に利用していただくという効果を見込んでいる。
したがって、市としては、指定管理者が民間事業者としてのノウハウを活用した質の高
いサービスを提供するとともに、魅力的な事業の企画や効果的な広報活動を実施するこ
となどにより、施設の利用が促進されることを期待している。

美浜区役所地域づくり支援課

／指定管理期間最終年度 (43.1%以上)

43.7% ／R7年度

【上記数値達成に向けた年度目標】

42.5% 42.8% 43.1% 43.4% 43.7%

7,470人 ／指定管理期間最終年度 (6,952人以上)

7,470人 ／R7年度

２　指定管理者の基本情報

所管課

コミュニティ活動を促進し、市民の連帯感を醸成することで、市民主体の住みよいまち
づくりを推進すること。

千葉市コミュニティセンター設置管理条例（昭和５４年千葉市条例第５号）
（設置）
第１条　本市は、市民のコミュニティ活動のための施設として、次のとおりコミュニ
ティセンターを設置する。

・コミュニティ活動の場を低廉な料金で安定的に供給すること。
・地域の特性を踏まえ、コミュニティ活動の契機となる事業を企画・実施すること。
・コミュニティ活動を行う上で必要とされる情報発信の場となること。

成果指標※

制度導入により見込まれる
効果

数値目標※

43.7%

【上記数値達成に向けた年度目標】

7,179人 7,251人 7,323人 7,397人 7,470人

指定管理者名

構成団体（共同事業体の場合）

(株)千葉マリンスタジアム

千葉県千葉市美浜区高浜４丁目１２番２号

-

令和3年（2021年）4月1日～令和8年（2026年）3月31日（5年）指定期間

選定方法

非公募理由

管理運営費の財源

公募

-

指定管理料及び利用料金収入

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

主たる事業所の所在地
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R7 130,894人

9,688人
R7 8,926人

施設利用者数（体育館個人使用） 8,051人
7,470人 (6,952人以上)

R7年度数値目標

7,470人

117.6% (119.3%)

R7年度数値目標 R7年度数値目標

施設稼働率（諸室） 43.7%以上 117.6%

133,496人

107.8% (115.8%)

R7年度数値目標

107.8%

64,024 計画－提案 0

主な要因

計画実績差異・要因分析

（単位：千円）

施設稼働率（諸室） 51.4%
43.7% (43.1%以上)

（１）成果指標に係る数値目標の達成状況

３　管理運営の成果・実績

成果指標 数値目標※ R7年度実績 達成率※

・サークル登録数の増加（30団体
増加）や新規サークルの継続的な
活動による稼働率の向上
・バドミントン団体の活発な活動
等による体育館の利用人数増加

計画 10,368 10,290 計画－提案 0

費　目 R7年度
【参考】
R6年度

指定管理期間最終年度

指定管理期間最終年度 指定管理期間最終年度

R7年度実績

４　収支状況

（１）必須業務収支状況

    ア　収入

施設利用者数（諸室）

施設利用者数（体育館専用使用）

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定の
数値は括弧書きで表している。

（２）その他利用状況を示す指標

指　標

指定管理期間最終年度

差異

利用料金収入

実績 12,193 12,570 実績－計画 1,825

提案 10,368 10,290

64,276 64,024

64,024 実績－計画 0
64,276指定管理料

実績

計画

提案

64,276

その他収入

実績 3,400 3,410 実績－計画 900
光熱費の高騰に伴う、複合施設か
らの徴収金の増加

計画 2,500 2,500 計画－提案 0
提案 2,500 2,500

計画 77,144 76,814 計画－提案 0

合計

実績 79,868 80,004 実績－計画 2,724

提案 77,144 76,814
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    イ　支出

（単位：千円）

費　目 R7年度
【参考】
R6年度

計画実績差異・要因分析

差異 主な要因

千葉県最低賃金引き上げに伴う人
件費増

計画 35,738 35,738 計画－提案 0
人件費

実績 36,807 36,382 実績－計画 1,069

提案 35,738 35,738
光熱費の高騰

計画 15,954 15,824 計画－提案 0事務費・管理費

実績 16,016 17,275 実績－計画 62

提案 15,954 15,824

実績 25,227 実績－計画 3,425
設備管理業務、清掃業務等の委託
先の資材・人件費の高騰

計画 21,802 計画－提案 0
委託費

提案 21,802
既存備品で対応可能であり、新た
な備品購入を行わなかったこと

計画 50 50 計画－提案 0
その他事業費
（備品購入）

実績 0 54 実績－計画 -50

提案 50 50

21,602
21,602

24,666

計画 3,600 3,600 計画－提案 0本社費・共通費

実績 3,600 3,600 実績－計画 0

提案 3,600 3,600

※「計画」とは、事業年度ごとの事業計画書で定めた計画額を示す。

  「提案」とは、選定時の提案書、事業計画書で指定管理者が提案した見積額を示す。

本社費・共通費の配賦基準・算定根拠

「一般管理費」として計上（提案書P.53）
本部で担っている、人事業務、経理業務、資格取得推進業務等に関する経費を、管理運営費の約５％として計上

（２）自主事業収支状況

イ　支出    ア　収入

計画 77,144 76,814 計画－提案 0合計

実績 81,650 81,977 実績－計画 4,506

提案 77,144 76,814

実績 3,976 3,969

（単位：千円）

自主事業収入

その他収入

合計

費　目 R7年度
【参考】
R6年度

実績 3,976 3,969
実績 0 0 事務費・管理費 実績 103 108

委託費 実績 0 0

（単位：千円）

費　目 R7年度
【参考】
R6年度

人件費 実績 738 731

利用料金 実績 379 323

使用料 実績 0 0
事業費 実績 3,166 2,841

合計 実績 4,386 4,002

本社費・共通費の配賦基準・算定根拠

人件費に含めているため、算定せず。
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（３）収支状況

必須業務

収入合計

支出合計

収　支

79,868 80,004
81,650 81,977
-1,782

（単位：千円）

５　管理運営状況の評価

（１）管理運営による成果・実績（成果指標の目標達成状況）

評価項目 市の評価 特記事項

利益の還元額 - -
利益還元の内容 - -

総支出 86,036 85,979
収　支 -2,192 -2,006

-33

R7年度 【参考】R6年度

総収入 83,844 83,973

-1,973

自主事業

収入合計 3,976 3,969
支出合計 4,386 4,002
収　支 -410

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：成果指標が市設定の数値目標の１２０％以上（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＢとする。）

　Ｂ：成果指標が市設定の数値目標の１０５％以上１２０％未満（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＣとする。）

　Ｃ：成果指標が市設定の数値目標の８５％以上１０５％未満
　Ｄ：成果指標が市設定の数値目標の６０％以８５％未満
　Ｅ：成果指標が市設定の数値目標の６０％未満

（２）市の施設管理経費縮減への寄与

評価項目 市の評価 特記事項

施設稼働率（諸室）

施設利用者数（体育館個人使用）

Ｂ 達成率： 119.3%
数値目標： 43.1% 実績値： 51.4%

Ｂ 達成率： 115.8%
数値目標： 6,952人 実績値： 8,051人

市の指定管理料支出の削減 Ｃ

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：選定時の提案額から１０％以上の削減
　Ｂ：選定時の提案額から５％以上１０％未満の削減
　Ｃ：選定時の提案額と同額又は５％未満の削減
　（Ｄ・Ｅ：選定時の提案額を超える支出を行うことはないため、該当なし）
　－：対象外（市の指定管理料支出がない。）
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リスク管理・緊急時対応

２　施設管理能力

（３）管理運営の履行状況

評価項目 自己評価 市の評価 特記事項

Ｃ
避難所運営委員会に参加し、意識、情報の共有を
行い避難所開設訓練を行い、防災意識向上に努め
た。

Ｃ

１　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

市民の平等利用の確保

関係法令等の遵守

３　施設の効用の発揮

Ｃ

（２）施設の維持管理業務

施設の保守管理

設備・備品の管理・清掃・警備等

（１）人的組織体制の充実

管理運営の執行体制

必要な専門職員の配置

従業員の能力向上

Ｃ
適正な人員配置で運営し、社員は各自希望する研
修を受講してスキル向上に努めた。また、各施設
の社員が参加するコンプライアンス研修を受講
し、意識の向上に努めた。

Ｃ Ｃ

利用者の安心かつ安全に利用できるよう、設備機
器の点検等を定期的に実施した。
備品台帳を基に定期的に備品の配置場所や破損状
況等の確認を定期的に行い、適正な備品管理に努
めた。

（１）幅広い施設利用の確保

Ｃ Ｃ

独自のホームページから蔵書を検索可能なシステ
ムを運用するとともに、市の基準を上回る図書室
の開館時間を延長したことにより、利用者の利便
性に努めた。
また、増加しているダンスサークルの利用者が個
人練習を希望する場合には、個人練習での利用方
法を案内するなどして利用を促し、稼働率向上に
努めた。

自主事業の効果的な実施

４　その他

3階更衣室を授乳室として、また4階スペースを自
習室として通年開放するなど、利用者の利便性向
上に努めた。

利用者への支援

利用者意見聴取・自己モニタリング

（３）施設における事業の実施

Ｃ Ｃ

受託事業のうち、コミュニティまつりでは、従前
から運行している「こども電車」（人が実際に乗
ることができるミニ電車）に加え、新たな試みと
して、千葉工業大学の協力により鉄道模型の展示
も実施し、とても好評だった。
また、絵本の読み聞かせでは、社会福祉協議会育
児サークルおよびみどり文庫の協力を得て実施し
た。
自主事業については、計画書に掲載した予定事業
のほか、バスケットボールスクールほか７事業の
新たな自主事業を開催した。当社が運営している
コミュニティセンター間でチラシを相互配架し、
参加者の増加に努めた。

施設の事業の効果的な実施

開館時間・休館日

利用料金設定・減免

利用促進の方策

（４）市民局指定管理者選定評価委員会美浜区役所部会意見を踏まえた対応

意見の内容 意見対象年度 対応・改善の内容

市内業者の育成

市内雇用への配慮

障害者雇用の確保

施設職員の雇用の安定化への配慮

Ｃ

（２）利用者サービスの充実

Ｃ Ｃ

・登録サークルの増加、口コミでの広がり
などにより、稼働率の向上や利用者数の増
加といった成果を上げていることは評価で
きるが、支出超過の幅が増加しているた
め、収支の改善に努められたい。
・高洲コミュニティセンターと同じ指定管
理者であるため、相互に情報交換を行い、
より効果的な事業実施に努められたい。

令和6年度

【収支の改善について】
利用者の安全性や快適性を確保した上で、不要箇所の消灯や空調
の適正な運転、節水などの省エネルギーに取り組むとともに、消
耗品の適切な管理により、経費の抑制に努めた。

【効果的な事業実施について】
高洲コミュニティセンターとチラシの相互配架を実施し、集客に
努めた。特に、高洲コミュニティセンターのクリスマスコンサー
トの際には、観客全員にチラシを配架し、相互の施設利用促進や
自主事業の周知に努めた。

Ｃ

・市内雇用率95.5%
・障害者雇用を推進し、継続的な雇用に努めてい
る。
・無期雇用転換制度を制定し、5年間就業後に、
希望者には無期雇用へ転換を行った。

【評価の内容】
　Ａ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回るなど、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね管理運営の基準・事業計画書等に定める水準どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：一部、管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、改善の余地がある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。
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(1)新規登録者アンケート

アンケートでいただいたご意見・ご要望については内容を職員間で共有し、施設運営の参考として今後のサービス
向上に活かしていきたい。

６　利用者ニーズ・満足度等の把握

（１）指定管理者が行ったアンケート調査

結果

調査方法

回答者数

質問項目

実施内容

受付にてアンケート用紙及び鉛筆を配布し、利用終了後に回収する。

(2)施設利用者：1回（1月）

(3)自主事業参加者：1回（2～3月）

(1)43人

(2)824人

(3)142人

(1)①お客様について　②当施設の利用について

(2)①利用者について　②当施設に対する満足度

(3)①利用者について　②各自主事業について

(1)新規サークル登録者：1回(10～3月)
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(2)施設利用者：1回（1月）

結果
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【アンケート結果を受けての考察】

（3）自主事業（イベント・講座）に関するアンケート

・スタッフの対応・説明について
　「不満足」と「非常に不満足」の合計が0.4%ということで、利用者に対して失礼のない対応ができて
　いると実感しました。
　今後はより満足いただけるようスタッフに指導します。
・受付の待ち時間について
　「不満足」と「非常に不満足」の合計が1.3%ということで、概ね満足いただけていると考えており
　ます。
　どうしても奇数時間は鍵の受け渡し等により待ち時間が多くなる傾向にあるため、それ以外の時間を
　推奨するなど、混雑緩和に努めます。
・施設の清掃について
　「不満足」と「非常に不満足」の合計が1.9%ということで、概ね満足いただけていると考えており
　ます。
　利用後に空き時間があれば清掃員を向かわせていますが、空き時間がない場合には清掃に入れない
　ため、どうしても利用の形跡が残ってしまうことが多くなります。
　今一度各サークルに利用後の室内美化へのご協力を依頼します。

　全体的に概ね満足いただけていると考えておりますが、少数意見にも耳を傾けながら、より満足度が
高まるよう努めます。
　毎年要望の多いウォシュレットについては、次期指定管理者提案書のとおり一部にウォシュレットを
取り付けます。
　椅子や机など旧施設より持ち込んだものについては破損が著しいため、区と相談しながら対応してい
きたいと思います。

結果
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アンケートでいただいたご意見を職員間で共有し、利用者対応については、より満足度の高いサービス
を提供できるよう接遇の向上に努めている。
また、30～40代を対象とした講座についても開催に向けて検討を進めている。

主な意見・苦情 指定管理者の対応

結果

和室2・3の畳が傷んでいるので張り替えてほしい。 千葉市に要望し、表替えを実施した。

ホール１の冷房の設定温度を、もう少し下げてほし
い。

今年の夏は危険な暑さのため、設定温度を下げ、利用者の安全
を優先した。

ホール２の空調機の故障について早急に修理してほし
い。

原因特定のため、複数の業者に調査を依頼し、早期解決に向け
て対応した。
また、修繕までの間、館内掲示、ホームページ等により利用者
へ対応状況の周知を行うほか、空調なしでの利用が困難な時期
においては、必要に応じて代替の諸室を案内する等の対応を
行った。

（２）市・指定管理者に寄せられた主な意見・苦情と対応
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（３）市民局指定管理者選定評価委員会美浜区役所部会の意見

○市の作成した年度評価案の妥当性について
・市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。
○管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
・サークル数が増加し、諸室の稼働率の向上・施設利用者数の増加がみられたことは評価できるが、施設利用者に性別
の偏りがみられることから、自主事業の企画に当たっては、男性が参加しやすい事業を企画するなど、地域のニーズを
とらえて、男性利用者が増加するよう取り組まれたい。
・指定管理者の財務状況については、提出された計算書類等の資料に基づいた判断であることを前提とするが、安全
性・収益性の観点で特に懸念点はないことから、倒産・撤退のリスクはないと判断される。

（２）市による評価

総括
評価 Ｃ 所見

・増加しているダンスサークル利用者に対し、個人練習での施設利用方法
を積極的に案内するなど、新たな利用機会の創出に努めたことで、諸室の
稼働率が目標値に対して約２割増加した。また、増加している体育館の個
人利用者やサークルに対し、定期的に利用してもらえるよう、体育館の専
用利用スケジュールを固定したことで、体育館の個人使用の利用者数が目
標値の約１５％増加したことを評価したい。

・バスケットボールスクール他7事業を含め、利用者ニーズの把握と地域
との連携を積極的に進めたことで、自主事業の実績を事業計画比約２割増
加させたことを評価したい。

・コミュニティまつりでは、千葉工業大学の協力により、従前から運行し
ている「こども電車」（人が実際に乗ることができるミニ電車）に加え、
新たな試みとして鉄道模型の展示も実施するなどの取組を行い、来場者が
1,000人増加（3,500人→4,500人）したことを評価したい。

【評価の内容】
　Ａ：市が指定管理者に求める水準等を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：市が指定管理者に求める水準等を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。
　Ｄ：管理運営の一部において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、改善の余地のある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営全般において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

７　総括

（１）指定管理者による自己評価

総括
評価 Ｃ 所見

【稼働率について】
事業計画書の43.7％に対し、実績は52.4％となり、計画を上回る稼働率を
達成した。要因として、子どものダンスサークルをはじめとして、サーク
ル登録数が約30団体増加したことや新規サークルの継続的な活動が大きい
と考えられる。

【体育館専用利用について】
計画値を上回る利用実績となり、利用料金収入も増加した。特にバドミン
トン団体の活動が活発であるが、専用利用のスケジュールを固定し、定期
的な活動を後押ししていることが要因の一つと考えられる。今後も利用者
が安心して継続的に利用できる環境づくりに努めたい。

【収支について】
利用料金収入は、上記の稼働率の向上やバドミントンをはじめとする体育
館利用の活発化に伴う体育館個人利用者数の増加により、計画値を上回っ
た。一方で最低賃金の引き上げによる人件費の増加や資材価格の高騰に伴
う委託費等の増加により支出も計画値を上回った。

【自主事業について】
計画書に掲載した予定事業以外にも、人気の高いバスケットボールに注目
したバスケットボールスクールや、複合施設である障害者施設と連携した
作品販売会など、利用者のニーズや地域と連携した自主事業を企画し、開
催した。また、当社が運営しているコミュニティセンター間でチラシを相
互配架し、参加者の増加に努めた。
自主事業のアンケートを通して、参加者のニーズや3世代が楽しめる自主
事業を企画していきたい。
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